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＜概要＞ 
 
実施日時：2018年 2月 27日（月）16:00～17:50 
 
場所：南砺市ハミングロード東町商店街 
 
対応者：山本均（山本紙茶店 代表） 
大西勝（南砺市ブランド戦略部企業誘致推進室商工課副主幹） 
竹中昌司（南砺市商工会福光事務所 所長） 
荒木滋（南砺市商工会福光支部経営指導員） 
 
出席者：石原武政（大阪市立大学名誉教授） 
渡辺達朗（専修大学商学部教授） 
    高室裕史（流通科学大学商学部教授） 
 石淵順也（関西学院大学商学部教授） 
 角谷嘉則（桃山学院大学経済学部准教授） 
 濱満久（名古屋学院大学商学部教授） 
 渡邊孝一郎（九州産業大学商学部専任講師） 
 松田温郎（山口大学経済学部准教授） 
 新島裕基（専修大学商学部兼任講師） 
 
※所属・肩書は当時のもの。
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＜議事録＞ 
■001 南砺市役所 
 
１．南砺市の都市計画 
 
（大西） 資料をご覧ください。右側に地図がございますが、現在地はこの出っ張ったと
ころで、「ショッピングセンターベル」が昔あったのですが、昭和 54年にでき、平成 10
年に閉店しております。その跡に南砺市中央図書館、市営住宅、貸しオフィスとして使わ
れています。 
 昭和 51年に前面の一般国道 304号の拡幅事業が入りまして、当時、商店街は木造の建
物ばかりだったということで、行政指導で高度利用地区という都市計画を併せて決定して
おります。その後、いろいろな決定のし直し、変更があり、現在に至っております。 
 １ページ目の左のほうに「６ 地区計画」が」ありまして、その中に〇印をしていると
ころが「福光駅西地区」で、こちらのほうに地区計画を決定しております。赤い線で囲っ
た部分がその地区計画を準用している区域になります。 
 ２ページ目をご覧ください。最初の計画の決定が昭和 51年 11月２日で、国道 304号の
拡幅事業に併せて決定しております。高度利用地区ということでございます。 
 ３ページ目は地図になっております。 
 ４ページ目をご覧ください。右側に高度利用地区に決定した理由が書いてありますが、
読み上げさせていただきます。 
 「福光町の国道 304号線沿いに立地している駅前通り商店街、東町商店街及び中央通り
商店街は、福光町の中心商店街として位置づけられる。しかしながら、都市環境という観
点から捉えた場合、当地区は、次のとおり機能的にも防災上の観点からも非常に劣悪な状
況下にある。 
 （1） 三商店街は、一部商業地域を含む、近隣商業地域として用途地域指定を受けて
いるが、現況は容積率 120％で、現に指定されている容積率の 300％より著しく低く、ま
た建ぺい率は一部高くなっており、合理的且つ健全な土地利用がなされているとは言い難
い状況にある。 
 （2） 国道 304号線を幹線道路とした細街路は、非常に狭く、各店舗のサービス動線
としての役割を果たしていない。 
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 （3） 各店舗の状況は、木造の老朽化した構造で、間口が狭く奥行の深い店舗が多く、
又店舗、倉庫部分が住宅部分を圧迫し、商品が居室に山積みされている状況にある。 
 また、土地利用の高度化を図る幹線道路の整備として、国道 304号の拡幅整備事業（幅
員 12ｍ、車道 9ｍ、両側に 1.5ｍの歩道）が、昭和 51年度より施行されることになってお
り、それに伴い、ほとんどの店舗が店舗の前面部分を削られ、何らかの処置が必要な状況
にある。 
 以上より、三商店街がこれを機に土地の合理化、健全な高度利用と防災化を相互協力の
もとに推進するのに最も適した時期であると行政上判断され、行政指導として、高度利用
地区の指定を行わんとするもの」であるという理由となっております。 
 ２ページ目をお願いします。こういった背景がありまして、昭和 51年 11月２日に決定
された高度利用地区の内容が左に書いております。「建築物の延べ面積の敷地面積に対す
る割合の最高限度」、いまでいう容積率かと思いますが、それが 300％で、その右側が容
積率の最低限度で 150％、もうひとつ右側が建ぺい率だと思いますが、それが 80％、そし
て「建築物の建築面積の最低限度」が 200㎡以上という内容になっています。建物を建て
るときは容積率が 150％から 300％までにしなさいという決定でありました。そして建築
面積が 200㎡以上という都市計画の決定を行っているということです。それが昭和 51年
に道路の拡幅に併せて決定した高度利用地区になっております。 
 ５ページ目をご覧ください。その後、平成６年に高度利用地区を廃止しまして、地区計
画を決定しております。容積率 300％ということで、見ていただいたとおり、だいたいが
３階建ての建物だったかと思いますが、20年たちまして商業環境も変わってきまして、改
修や建て替えに支障が出てきているということで、ここで一度、緩和しているということ
です。 
 左の方に「地区計画の目標」が書いておりますが、「304号の拡幅事業に併せ、商店の
改築、更新が進められ、現在、３階建てのスカイラインを基調とする商店街が形成されて
きた。一方、近年においては商業環境の変遷に伴い、地域住民に密着したきめ細かなサー
ビスを提供するような商店街の形成が望まれている」ということで、小規模の店舗につい
ても建て替え等ができるように３階建ての規制を緩和しているということです。 
 右側に建築物の高さ制限について書いてありますが、「建築物の階数は地階を除き、３
階を基調とし、周辺の景観に配慮する。但し、敷地形状等やむを得ない場合で、周辺の街
並に調和が図られると判断される場合は、この限りではない」と、高度利用地区を廃止し
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て地区計画を決定し直しました。 
 ６ページ目でございます。今度は平成 26年と最近になりますが、地区計画の変更をし
ております。平成６年に緩和しておりますが、建築物の階数制限として「３階を基調とす
る」という部分が残っていましたので、20年たってなかなか建て替え、改修に支障が出て
いるということで、今度は建築物の階数制限をなくし、「３階建て」という部分を削除し
て地区計画の変更を行っております。 
 ７ページ目が新旧の対照表になっておりまして、左側が変更前で右側が変更後になりま
す。下のほうにあります変更前の「建築物の整備方針」では「３階建てのスカイラインを
保全するため建築物の高さ制限を行う」という規制がありましたが、そこの部分を削除し
まして高さ制限はなくなりました。 
 いま、最後の変更の計画がきているという都市計画の内容になっております。要するに、
高さ制限がされていないということで、用途地域で定める建ぺい、容積になっていればど
のような建物でも建てられます。それまでは３階建てのスカイラインを保全しようという
ことで高さ制限を設けていましたが、現在はそれはありません。 
 
（石原） 緩和されたから「では、そうしようか」というのはあまり見受けられなかった
ように思いますが。 
 
（大西） 何もなければそのままだと思いますが、そういう要望や声があって地区計画変
更にしているのだと思います。私は担当ではなかったので詳しくは分かりませんが。 
 
（石原） 「待ってました」とすぐにどこか動くかというとそうではなく、２年たってい
るわけですからどこか３階から首を出す建物が出てきてもおかしくないように思います。 
 もともとは 51年で、建ぺい 80の最低容積率 150ということは２階建てで間に合うはず
です。そういうことではなく、51年のときはその最低ギリギリではなく、３階のスカイラ
インが揃うぐらいにはなっていたのでしょうか。 
 
（大西） いま残っている建物のほとんどが 51年の建て替えの建物だと思います。 
 
（石原） 制限として上のほうは効いているけれども、下の最低これだというのは上にあ
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がっていたということですね。 
 
（大西） けっこう上限に近く建てておられます。 
 
（石原） 時期的に見ても 51年というのはいい時代です。オイルショックがあったとは
いえ、まだ体力はありました。 
 
（大西） そもそも拡幅の補償もありましたから、そういったものを財源にしてもう少し
大きな建物が建てられるかなというふうにしていた気がします。 
 こういった都市計画の観点から商店街の歴史も見ていただければと思いまして、資料を
用意しました。 
 
２．道路の拡幅 
（石原） ありがとうございます。 
 もう 1つだけお聞きしたいのですが、51年に国道 304の拡幅に併せてこういう決定を
したとありますが、先ほどの文書を拝見していると、セットバックさせられたというか、
下がっています。ですから何とかしなくてはいけないとなって、道路の拡幅そのものはい
つ終わっているのでしょうか。 
 
（大西） 54年ぐらいです。 
 
（石原） 51年にこれをやっているということは、道路を拡幅するので下がりなさいと言
われたので下げざるを得ない、であればどうするかということだったわけですね。 
 
（大西） そうです。それに併せた商店街近代化事業の流れだと聞いています。 
 
（竹中） 当時 63億突っ込んでいるうち公的補助金が 18億円という資料があります。そ
の後、本町が電柱地中化も行い、平成７年に 42億円で完了しています。 
 
（石原） 国道 304は 51年から施行されることになっている、ということですからそう
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ですね。51年の施工に併せて削られることが決まったので、それに併せて面積を確保する
ために上に住もうということでしょうか。 
 
（大西） そうです。 
 
（石原） 駅前の丸の内商店街地区というのも 54年ごろにいっしょにつくられたという
ことですね。 
 
（竹中） はい。 
 
３．福光地区の共同建築 
（石原） ここは事業概要がきれいに出ていて驚きました。耐火建築になっている以外は
物販店も飲食店もサービス業も業種がほとんど変わっていません。中で業種が動いている
のがあるのかもしれませんが、そこで営業された方がそのまま建て替えたという感じに読
めます。たいていはどこかがおやめになって、新しい店が入るものですからすごいなと思
いました。 
 
（竹中） 逆に、いま残っている商店街が非常に少ないので、実際にはもう５店舗ぐらい
しか残っていないです。丸の内です。 
 
（大西） この荒木というところが丸の内です。きょう見ていただいたところも福光字東
町というところで、この緑の点線が端境になりまして、東町というところ、ここがハミン
グロード商店街です。 
 
（石原） このもともとのショッピングセンターですが、どこかに組合数が 20と書いて
あったかと思いますがそうなんでしょうか。地元のお店ということでしょうか。 
 
（荒木） 途中から入れ替わっておりますが、ほとんど地元の業者です。 
 
（石原） このころはどこでも大型店進出の反対運動が盛り上がっていたときだと思いま
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すが、それに対して自分でやるというのもひとつの手だったのだと思いますが、それは全
国でもあまり例がなかったのではないかと思います。大手資本がここに入ってくるという
動きはなかったのでしょうか。 
 
（竹中） それは聞いていません。これだけの近代化をして皆さんびっくりしたわけです
から、大手ははなからそういう商売の土壌ではないというふうに考えていたのではないで
しょうか。たかだか２万強の人口ですから。 
 
（石原） そのころは２万ぐらいだったのでしょうか。 
 
（竹中） はい、2万 2,000～2万 3,000でした。 
 
（石原） 大手はもう少し大きな都市に展開していたのかもしれません。 
 
４．福光周辺の地域商業 
（竹中） 当時、砺波にもそれほど大手は触手を伸ばしていなかった時代です。 
 
（大西） ただ、近隣町村にはショッピングセンターまがいのものがほとんどありました。 
 
（石原） 共同店舗で整備しておられるのでしょうか。 
 
（大西） そうです。富山県は共同店舗の数は全国の何位かに位置していました。 
 
（石原） たしかに共同店舗の数は多かったと思います。 
 
（竹中） 隣の砺波の成功を見てみんな真似をした時代だったと思います。 
 
（大西） 駅前に農協系のスーパーが立地しまして、それを脅威として感じておられたの
でここにも核店舗をつくろうという話になったのかもしれません。そんなことも書いてあ
りました。 
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（竹中） その後、バイパス沿いにいろいろとちょっとした動きがでるという話もありま
した。 
 
（高室） これに非常に詳しく出ています。まずＡコープが建って、それは脅威ですが逆
にそれを核店舗にしながら開発をしようとした、と書いてあります。こちらの逆の端に、
いまの共同店舗をもう１つの核で建てようとしたということですから、そういう意味でこ
ちらは共同店舗でいこうとしたのかなというのは何となく雰囲気で分かります。こちらは
Ａコープ、こちらは共同店舗ということで進むみたいな感じだったのではないかと思いま
す。 
 
（竹中） こちらが 63年に商工会が実施した消費者向け「お買い物調査」と称したアン
ケートです。一般食料品はＡコープとこちらのショッピングセンターとかなり壮絶な商業
合戦をしておった時代です。 
 
（石原） 生鮮食品・一般食品はＡコープのほうがやや多いけれども、日用雑貨ではこち
らが圧倒的に強いという結果になっていますね。 
 
（松田） 50年と 51年では、90億円に対して 10億がＡコープだと書いてありました。 
 
（石原） 規模ではこちらのほうが圧倒的に大きいですね。 
 
（大西） そうです。 
 
（渡辺） ［資料をめくりながら］バイパスは 49年ですね。 
 
（石原） できてみたら「しまった」と思ったかもしれませんね。 
 
（渡辺） 金沢につながってしまったと。 
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（石原） こんな道をつくったら出ていくのが楽になると思ったのでしょうけれども、自
分も楽になるけれども人も楽になって出ていってしまったということかもしれません。 
 
（渡辺） ここからコストコまで買い物をしに行くことはあるのでしょうか。 
 
（竹中） 会員になっている人はあまり聞いたことはありません。 
 
（大西） います。小杉にコストコがありますが、行ってもたまにです。 
 
（石原） 車でどのくらいかかるのでしょうか。 
 
（大西） １時間弱です。高岡のイオンには家族でよく行きます。７万㎡だそうです。 
 
（石原） 大きいですね。あれだけ離れていると単独ですから、地元に会費は払っていな
いのかもしれません。最近、イオンさんは旭川や岡山など駅前やまちなかに大きなのをつ
くって、地元に信じられないほど会費を払っておられるそうです。払うと言ってきたので、
面積割りだとこのぐらいになりますと言ったら、「それはウソでしょう」と言われて、も
ちろんそんなにいただこうとは思っていませんからと折り合いをつけたそうです。いくら
だったのかお聞きしたんですが、「言えませんが、そうとういただいています」というこ
とでした。それは両者とも言っていました。 
 
（荒木） 小矢部のアウトレットも小矢部市商工会の会員に全店舗なったということです。 
 
（石原） そういう地元への協力が出てくると、また見方も変わってくると思います 
 
（大西） 東町さんのお約束の時間になりますので、そろそろいかがでしょうか。 
 
（石原） ありがとうございました。 
【了】 
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■002 南砺市ハミングロード東町商店街 
 
１．本調査の趣旨 
（大西） これから東町商店街組合の山本様からお話をお聞かせいただきまして、少しお
時間をいただければと思います。よろしくお願いいたします。先生のほうから趣旨の説明
をお願いいたします。 
 
（渡辺） 我々はまちづくりの一環として商店街の活性化を考えるという集まりです。古
い建物の再開発の経緯や、現在、どう利用されているのかを全国いろいろなところで聞か
せていただいておりまして、昨日は氷見に行ってまいりました。こちらも 51年に取組さ
れたということで、その前後のお話からお聞かせいただければと思います。 
 
２．ハミングロード東町商店街における近代化の経緯 
（山本） 基本的にセットバックして近代化するきっかけになりましたのは、福光大橋が
架け替えになり、橋が拡張されることによって道路も拡張することになりましたのでセッ
トバックすることになりました。それが駅前の丸の内商店街――、昔は「駅前商店街」で
したが、近代化したときに「丸の内商店街」となりました。普通であれば丸の内は城下町
の近くにありますが、福光城は離れたところにはあります。１期工事がその丸の内商店街
と我々の東町商店街、その後の２期工事で中央通り商店街とショッピングセンターベルが
行われました。現在、ショッピングセンターベルは１階に南砺市図書館、２階は商工会さ
んの福光事業所、それからまちづくり会社である福光工房というところが商工会さんの横
のところにありまして、そこで業務をやり、建物も指定管理者としてやっています。先ほ
ど言いました「萱笑」という蕎麦屋も福光工房まちづくり会社が運営しております。 
 そこも株式会社なのですが、「土徳の精神」と昔からいわれていますが、このあたりの
人はお人好しといいますか、「よすま」という方言があるのですが、その会社を立ち上げ
るときにも「おらもお金を出す」「おらもお金を出す」といって大勢の方が出資をいたし
ました。 
 その後、西町までが２期工事でした。そして、少し年数が空きますが、３期工事が本町
商店街になります。 
 駅前商店街から西町商店街までスカイラインといいまして、３階建ての同じ屋根にしま
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しょうということで、その条例がずっとあったのですが、一昨年にその条例が解除されま
した。図書館の向かいに県信さんがありましたが、３階まで建てるお金がないので２階建
てにしたいので何とかしていただけないだろうかということで条例変更になりました。一
部、前だけでも３階建てにするかという話もありましたが、本部のほうではお金がないの
で出しづらいので条例を変えていただきたいということでした。我々も、そういった条例
があったこと自体知りませんでした。 
 
（渡辺） 地区計画ですね。 
 
（大西） そうです。県信さんが立地されるということで、地区計画を変更するとなった
のが 26年です。 
 
（山本） 一連の流れとしてはそういったかたちでやってきました。私たち東町商店街が
起爆剤となったのは、毎月８日の８時８分にシャッターを下ろして、会館に集まり、それ
が「８８会」ということで、若手経営者が近代化するのであればこういうことがしたいと
思っているけれどもどうだろうかなど、酒を飲みながら話し合ったということです。その
組織がいまは世代交代で我々の世代になり、「新８８会」ということでやっております。 
 
（石原） 最初の８８会はいつごろから始められたのでしょうか。セットバックするとき
でしょうか。 
 
（山本） おそらく近代化する２、３年ぐらい前だったと思います。セットバックする前
は東町にパチンコ屋さんがありまして、そこを商店街で買い上げて商店会館にして８８会
などの会議をしていました。そして、その建物を、いまは上田写真館になっていますが、
上田写真屋さんに売りました。実は東町にはもう１つ会館があります。ことぶき座という
映画館があったのですが、近代化に合わせてそこを商店街で購入し、車台数にすると月極
で 18台、それは商店街の先輩たちがやっていただいた事業なんですが、年間に 100万円
ぐらいの収入が上がっていて、それが商店街の販売促進事業のためになっています。 
 そこには駐車場のほかに「ことぶき会館」という商店街の会館があるのですが、そこが
商店街連合会で近代化の事務所になっていました。そこで、登記や申請について、個店の
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プライバシーの問題もありますので、そこの事務局が厳重にしてやっていました。 
 連合会が解散して 100パーセント東町商店街のものになったのは、近代化が終わってけ
っこう年数がたっていました。 
 
（渡辺） 連合会というのはこの地域の商店街のということでしょうか。 
 
（山本） そうです。２期工事までに近代化したところの連合会事務所です。 
 
（石原） 50年のころに会費を強制的に集めているのですね。 
 
（山本） そうです。月１万円だったと思います。 
 
（石原） それが後年５万になっています。 
 
（渡辺） 月５万というのはすごいですね。 
 
（山本） 女性も勤めておられましたし、男性の方もおられたと思いますので、人件費を
出していただかなければということです。 
 
（渡辺） 事務処理費ということですね。 
 
（山本） そうです。その当時、商工会さんから補助があったのかなかったのかは分かり
ません。 
 丸の内は商盛会のままでしたが、東町は協同組合を立ち上げ、そのほかに協同組合を立
ち上げたのはショッピングセンターベルと本町商店街でした。現在、協同組合が残ってい
るのは我々の商店街だけです。ただ、我々も脱会者がたくさんおられるので、出資金を返
さなければいけないとかいうことがありますから、いろいろ相談しながら、ある程度借金
の返済が終われば、負債を大きくしておけば返す金額は小さくてすみますので、また新た
な借金をしましょうということです。 
 今年、そこのことぶき駐車場を 150万ほどかけてアスファルトと白線をやり直しました
13 
 
し、街路灯も新しくしましたし、最近は、「新駐車場」と呼んでいるこの裏の駐車場があ
りまして、３千数百万しましたが、その返済ももう少しで終わります。 
 
（石原） お客さんが来られたときに、駐車料金をいただくということはできないのでし
ょうか。 
 
（山本） それはできません。昔はいただいていましたが、もらうお金のために人件費を
出していたらマイナスになってしまいましたので無料にしました。 
 
（石原） 駐車場の利用頻度はどうでしょうか。 
 
（山本） あまり高くありません。これは国道 304号線で駐車禁止ですが、店の前に停め
てそのまま買い物をするほうが多いです。 
 
（石原） 両側に停めるだけの幅はあるのでしょうか。 
 
（山本） 本町商店街は路側帯が広いのですが、ここはありません。福光大橋がもっと広
い橋であれば、もっとセットバックしたと思います。近代化した当時、商店街の売買金額
が１坪 100万円でしたが、いまは 10坪でも 100万になりません。 
 
２．当時の商店街メンバーについて 
（渡辺） 近代化したときの年齢層は何歳ぐらいの方が多かったのでしょうか。 
 
（山本） みんな 40代だったと思います。リーダーシップをとっておられるのは、皆さ
ん 42歳を超えた方たちだったと思います。福光では男の厄年の 25歳と 42歳と 61歳に神
輿を担ぐのですが、昔から 42歳の神輿を担がなければ大人として見ていただけないとい
うのがありました。家でも世代交代するのに神輿を担がなければ世代交代をしないという
のがありました。 
 
（石原） このぐらいの大きさの商店街で大きな事業をやろうとすると、40代ではリーダ
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ーシップをとれないとか、40代が集まって議論して「やろう」となっても、家に帰ると父
親が反対するという話をよく聞きます。ですから、どうしてももう少し年齢層の高い 60
ぐらいの人が中心にならざるを得ないのではないかと思いましたが、どうもそうではなく、
氷見でも 40代ぐらいという話でした。 
 
（山本） 神輿を担ぐ 42を超えると、あまり上の人が言わない、若い者が言ったことを
きいてあげようという風習があります。 
 
（石原） 商売の実印を息子に渡してくれるのでしょうか。 
 
（山本） 銀行に行かしますからちゃんと渡すと思います。 
 
（石原） それはすごいです。私は大阪ですが、大阪では息子が商店街の役員をして議論
をしてきますが判子を持っているのは親父なので決定権がありません。ですから、親父が
判子をいつ息子に渡すかというのが最大のネックになっています。 
 
（山本） わりと皆さんそういう感じで、社長に就任するのも神輿が終わったら就任して
います。 
 
３．ハミングロード東町商店街の地域特性 
（山本） この商店街も駅からこうやって来ますと、橋の上からわざわざカーブと坂で全
部信号まで見えていますが、近代化するときに、坂をなくして一直線にしようということ
になっていましたが、結局、昔からの坂とカーブが何ともいえないハーモニーを出してい
るということで元通りになりました。 
 
（石原） 坂をなくすというのはどういうことでしょうか。 
 
（山本） 高いところに合わせる感じだと思います。ですから大橋の高さに合わせるわけ
ですが、ここはまっすぐになっても横からくる道もありますので。 
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（渡辺） それ以前は全部木造だったのでしょうか。 
 
（山本） 木造で、瓦で上に石を載せている家が何軒もあったようです。フェイスブック
で東町商店街を見ていただければ昔の写真が出ています。 
 
（渡辺） 空襲はあったのでしょうか。 
 
（山本） ここはありません。 
 
（渡辺） では、戦前から続いている建物もあったわけですね。 
 
（山本） そうですが、ここの通りはそれほど古い家はありませんでした。 
 
（大西） 蔵などはあったと思いますが。 
 
４．まちゼミの実施 
（渡辺） こういう古い建物を使っているところの視察が全国でも増えているようですが、
こちらも我々のような者が見に来られていますでしょうか。 
 
（山本） そこの味噌屋町通りから福光でもいちばん古い商店街の新町は視察には来られ
ていると思います。あさがお通りともいわれています。 
 
（石原） そのあさがお通り商店街がいちばん古いのですか。 
 
（山本） そうです。福光のまちの中でいちばん古いです。 
 
（渡辺） 先ほど商工会の事務所にあった「まちゼミ報告会」というチラシをちらっと見
たのですが、「まちゼミ」をやられているのでしょうか。 
 
（山本） はい。 
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（渡辺） 商店街も関係して広くやられているのでしょうか。 
 
（山本） 個店です。 
 
（渡辺） 範囲はどうでしょうか。 
 
（山本） 範囲は広いです。 
 
（大西） 南砺市商工会でやっていますので４町全てです。井波、福光……。 
 
（渡辺） そちらまで入っているのですね。 
 
（大西） ですから１回のゼミで八十いくつが一度に……。 
 
（渡辺） けっこう大きいですね。 
 
（大西） はい。 
 
（石原） 広がりが大きいですね。 
 
（大西） 年２回開催します。 
 
（山本） うちの隣のおばさんはいま 88ぐらいですが、手毬のまちゼミをやっておられ
ます。人はけっこう来られます。 
 
（石原） もう何回ぐらいやられているのでしょうか。 
 
（大西） 去年からです。３回目か４回目です。 
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（山本） 商店街活性化のために「歴史と文化の香るまち」ということで、歴史の匂いが
するような古民家を借りて、そこで喫茶店をやったりしています。 
 
（渡辺） 和菓子屋さんが多いように思います。 
 
（山本） 和菓子屋さんは、そこにも松村謙三さんの親戚で、あまり似ていませんが松村
君がそこにいます。 
 
（渡辺） なぜ多いのでしょうか。 
 
（山本） 宿場町というか遊郭です。遊郭の絡みで多いのが薬屋さん、呉服屋さん、そし
て和菓子屋さんです。 
 
（渡辺） 遊郭だったのですか。 
 
（山本） うちも遊郭でした。明治 33年からです。ばらばらにあった遊郭を観音町とい
うところへ１つにまとめました。もともとは、商工会のある向かいの細い道を入っていっ
たところにありました。私の祖父が富山県へ行って、免許をもらってきて、観音町に遊郭
街をつくりました。それで、通称「免許地」と呼んでいます。 
 
（石原） まちゼミで大阪ではいっとき「100円商店街」がバカ受けしましたが、そうい
うことはありませんでしょうか。 
 
（山本） いま、１年に１回、秋に 100円もやっています。最初は年に３回ぐらいやって
いましたが、だんだんお店の参加が少なくなっていったので１年に１度になりました。 
 
（石原） 人は集まりますでしょうか。 
 
（山本） やはりすごい人です。 
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（石原） 100円で売っていて、それで店の中に入ってもらって店の中を見てもらってと
いう、そういう形でできているのでしょうか。 
 
（山本） 理想はそうですからレジは中でやっていただきます。中には外でやっておられ
るところもありますが、その日に売れなくても中に入ってもらってということです。 
 
（石原） その日に売れるものよりも、そのことによって普段のお客様が増えるのが目的
ですので。 
 
（山本） 100円市に来て、こんなところにこんなお店屋さんがあるということに気付い
ていただくということがいちばんのプラスになると考えております。 
 
（石原） 大阪も多いです。そういう商店街はだんだんやめていきます。きちっとできて、
効果が上がっていると思えば続くと思います。 
 
５．ハミングロード東町商店街のメインイベント「ねつおくり七夕まつり」 
（山本） ですから、この商店街で最大のイベントは７月の土曜の３番をはさんだ「ねつ
おくり七夕まつり」です。七夕の時期とはずれていますが、稲につく病気のイモチ病を追
い払うというものです。全国的には「虫送り」という言葉がありますが、こちらではねつ
をもったものを追い払うということで、「ねつおくり」といいます。 
 
（竹中） 冷夏の年になりやすいもので、「暑くなれ」という意味を込めてやるお祭のよ
うです。 
 
（山本） 農家は田んぼでそういった神事をされて、ねつおくり太鼓の競演が宇佐八幡宮
さんでやられます。大分県の宇佐市と同じです。五百何年かに大分の宇佐市から鳩が飛ん
でいて、建立されたということのようです。 
 
（竹中） その後で前田利家の何代目が病気が治ったと言われています。 
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（山本） 宇佐の人はなぜ福光に宇佐八幡宮があるのかと、宇佐八幡宮は１つじゃないか
と言われますが、こちらにもあるんです。 
 そのときに七夕三大祭りに似たような感じの大竹がこの商店街に建って、納涼祭の夜店
をやります。多い日で１日に 1万 5,000人ほどいらっしゃいます。 
 我々のまちづくりのキーワードは松村さんや棟方志功さんです。今年は棟方サミットが
福光でやられますから、まだ詳細は決まっていませんがいろいろなイベントをやる予定で
す。 
 
（石原） 棟方サミットというのは何年かに一度なんでしょうか。 
 
（山本） 毎年で、去年は青森で、ほかに岡山の大原美術館でやったり、鎌倉、東京は中
野で、棟方さんにゆかりのあるところばかりです。 
 
（石原） バル、飲み歩きはやられないのですか。 
 
（山本） いま流行りですね。 
 
（石原） まちゼミとバルと 100円商店街で三種の神器だといわれていますが、「ほんと
かよ、まだあるんじゃないか？」といろいろ言っていますが、飲食店が集積しているとこ
ろでなければ難しいと思いますが。 
 
（山本） そうだと思います。年に何回かは、スタンプラリーのようなものはやっている
と思います。あとは角打ちなどいろいろ言っています。実際、福光出身の人が兜町でやっ
ていますので、実家でやってくれないかと言ってはいます。 
 
６．インバウンド観光向けのセール 
（渡辺） 東京や大阪など大きなまちに出ていった人がＵターンで戻って何かをやるとい
う動きはありますでしょうか。 
 
（山本） いえ、いまのところそれはありません。 
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（荒木） しかし、シリコンバレーに行っていて、ゲストハウスをやっている人はいます。
おばあさんの家が空き家になってしまったので、その跡をゲストハウスにしました。 
 
（山本） けっこう宿泊客がいるようです。 
 
（竹中） ほとんどが外国人です。 
 
（大西） けっこうインバウンド系のゲストハウスが最近流行っています。 
 
（山本） 晩ご飯を食べるのに歩いて行けるお店には「Meat」と書いてあります。英語は
通じないはずですが、いまはこのパッドで通訳しながらできるんだと思います。 
 
（渡辺） いまは自動翻訳してくれて、メニューを作ってくれるような無料アプリがあり
ます。 
 
（山本） アンドロイドのもので無料のものはけっこういいと思います。 
 
（石原） 大阪商工会議所にもありますので問い合わせてみてください。 
 
（山本） うちの商店街の独特なイベントですが、毎月必ずやりますが、現金還元セール
といいまして、お店のレシートを持ってきて、そこが還元所になりますが、ガラガラを回
して、最低３％から全額まで現金でお返しします。うまいこといっていまして、100％お
返しするのが 100円とか 500円で赤字にはあまりなりません。50％が出ても大きくても１
万円ぐらいです。10万円で 100％出ていたら厳しいですし、レジの中にそんな 10万円も
入っていません（笑）。それについてはどこの商店街も視察に来られますが、あまりにも
博打性が高いのでどう考えてもできないと言われます。 
 
（石原） どのくらいの割合で 100％を入れているんでしょうか。 
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（山本） それは言えませんが、商店街が勝ってしまうのでこのあいだから出玉率を上げ
ました。確率の問題ですから 100％を１本入れただけでは出ません。何本か入れなければ
出てきません。一応、Lineにも載っています。 
 その現金還元は、初めて買い物に来られた方が安くなっているのに、「現金当たった、
ありがとう」となりますし、合計金額が何千円以上であればもう１回抽選できます。 
 いま、商店街の加盟店が組合費から販促費、街路灯費などいろいろ含めて月に 8,000円
ぐらい集めています。 
 
（荒木） なおかつ還元セールは臨時負担金があります。 
 
（山本） それは売上に対してのパーセンテージ、レシート合計金額の 4.5％です。その
金額の中で昔からやっているパーセンテージで玉を出しています。赤字になった分は商店
街の販促費から補てんします。 
 チラシも毎月出すのですが、１マス 2,500円でやっています。ただ、出されない方もお
られますので、その月の当番の方は１マス無料で、強制的にチラシを出していただいてい
ます。 
 
（渡辺） 行政や商工会からは補助は出ないのでしょうか。 
 
（山本） 商工会からの補助は斬新な、去年とは違ったイベントをやるものに関しては出
ますが、例年のものには出ません。 
 
（石原） チラシの１コマというのはこれぐらいでしょうか。 
 
（山本） だいたい名刺サイズより少し大きいぐらいです。 
 
（石原） やられているかどうかは分かりませんが、何十年か前に京都のある商店街が、
１面の、表のここをどかっと売るのです。例えばバレンタインの前であればチョコレート
がよくて、何をしてでも釣り上がります。 
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（山本） 入札ですね。 
 
（石原） 裏でいろいろあるみたいですが、文句は出ません。それで商店街の組合は稼い
でいると言われていました。 
 
（山本） 売り込みをしますのでその分は……。近隣にまくときと南砺市全域にまくとき
とあります。 
 
 
 
７．ハミングロード東町商店街への来街手段 
（渡辺） お客様は車が多いのでしょうか 
 
（山本） やはり車です。町外から来られる方は駐車場に停められますが、路上駐車をす
るのは地元の人です。 
 空き店舗が出てきて、今後、その対策をしなければなりません。 
 
８．ハミングロード東町商店街内の空き店舗状況 
（渡辺） 空き店舗はけっこう出てきているのですか。 
 
（山本） そこも閉まっていますが、けっこう出ています。 
 
（石原） 上はお住まいなんでしょうか。 
 
（山本） そうです。 
 
（竹中） 金持ちなので貸さないんです。 
 
（渡辺） 貸す意思がないのですね。 
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（山本） やはり住居を兼ねていますので。 
 
（渡辺） 貸すように働き掛けはされているのでしょうか。 
 
（山本） 最近、例えば女の子３人で駅が近いので１軒借りたいというようにシェアハウ
スで借りたいという人が来ます。 
ここも洋服屋さんでしたが商店街で買いました。一昨年、県の事業でこの下をきれいにし
ましたが、あとはダメでした。 
 
９．近代化した建物にかかわる現況 
（渡辺） 近代化の当時つくった建物は強度的には問題ないのでしょうか。 
 
（山本） それは大丈夫です。 
 
（渡辺） では、借り手さえいればいいわけですね。 
 
（山本） そうです。建物はほとんど GLです。 
 
（高室） 東町さんは組合が残っているのでしょうか。 
 
（山本） はい、協同組合です。 
 
（高室） その中でこういう店舗のやり繰りなどの話をするのは難しいのでしょうか。と
いいますのは、最初からお話をうかがっていますと、すごく団結されているイメージがあ
りまして、普通、こんな近代化の開発はできないのではないかと思っています。しかし、
いまはそれほど組合として一致団結している感じではなくなっているのではないかと、あ
るいはそのあたりのやり繰りはどういう感じなのでしょうか。 
 
（山本） それは変わらず一致団結しています。我々のモデルは駒ヶ根で、20年ぐらい前
に商店街で行きました。そして駒ヶ根を見て、こんな商店街になってはいけないというこ
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とでいまいちどみんなで団結しまして、その日長野で飲んで盛り上がって、「駒ヶ根みた
いになってはいけない」と言って帰ってきて、また斬新なアイデアを出し合って商店街を
盛り上げたわけです。それが 20年ほど前です。 
 いろいろありました。行ったらコンパニオンのおばさんが出て、ビールの栓を抜いたら
ビンが割れてしまって、コンパニオンさんが足から血を出してしまったりということもあ
りました。そして、次の日はそのコンパニオンさんが松本市内へ観光案内をしてくれまし
た。 
 
（高室） それでも空き店舗のやり繰りや、こうしてほしいという話は難しいのが現状な
んでしょうか。 
 
（山本） 結局、上に住んでおられて階段が中にありますので、防火扉か何かがあったり
勝手口があって出入りができればいいのですが、建物がレンタルするような形のものにな
っていないということです。 
 
（高室） 先ほどお話ししていただいたと思いますが、反対される、受け入れられない理
由というのはどういうものでしょうか。 
 
（荒木） 理事長が言ったように、まずは住まいにしているということです。１日か２日
の短期なら貸してくれますが、ずっととなると難しいです。 
 
（高室） しかし、貸したら賃料が入ってくるのでいいと思うのですが。 
 
（荒木） 賃料は要らないんだと思います（笑）。トイレが上にあって 1階にありません
ので住居と一緒になってしまいます。 
 
（高室） そうすると生活が変わってしまうわけですね。 
 
（荒木） そうです。 
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（高室） それはなかなか難しいと思います。 
 
（荒木） 丸ごと１つの建物に誰もいないのであれば貸しやすいと思います。 
 
（高室） そこで次が入りにくく、結果的に空き店舗になってしまうということですね。 
 
（荒木） 立地はいいのですが。 
 
（高室） 趣旨に対して反対されているのではなく、生活上の問題で反対されているとい
うことですね。 
 
（荒木） そうですし、年寄りばかりですので。 
 
（渡辺） 店を閉めたら組合はやめてしまうのでしょうか。 
 
（山本） 基本的にはそうです。 
 
（渡辺） 会費も払わなくなるということですね。 
 
（山本） そうです。ただ、組合員のままでおられる方もいらっしゃいます。月極駐車場
が組合であれば安いですが、そうでないと高いといった特典があります。 
 
１０．近代化をめぐる合意形成 
（高室） その関連でもう１つうかがいたいのですが、近代化されるときに一致団結され
ています。いままで我々も回ってきたところでは、また別の制度ではあるのですが、普通
であれば反対があって、例えば建物を建てるにも反対のところは木造が残ったりというこ
とが起こっています。そういうことはどこでもあります。ここの場合は、すぱっと皆さん
が一致団結してこれに賛同されて、仮店舗までつくって移動されながらきちっと整理され
ています。このあたりについてはご苦労されたとはこういう書きもので残っていますが…
…。 
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（山本） 皆さんセットバックはされましたが、結局、反対されて３階建てにしていない
店舗は２軒ありました。 
 
（高室） やはりあったのですね。 
 
（山本） はい。 
 
（渡辺） 共同ではないのでできるんだと思います。 
 
（高室） 共同ではないのですね。 
 
（山本） 私のお父さんたちがちょうど同年代ですごく仲が良かったんです。それも 30
代、私は 20代でした。そしてここの洋服屋さんが理事長さんだったり、金物屋さんが副
理事長だったりと、そういう先輩諸氏が若い者となら俺たちも一緒にやるかということで
した。毎月８日の日に集まって 88会をやりましたが、それでエロ映画を見たりといろい
ろやりました。やはり非常に仲が良かったです。 
 ですから、そういうパワーのないところが近代化ができなくて古い建物が残っていて、
ここはパワーがあったので近代化ができたんです。ないところはちょうど次の年代が盛り
上がっているところだと思います。 
 
（高室） こちらはお金の負担はどうされたんでしょうか。 
 
（山本） 自己負担もありますし、近代化資金、高度化資金もありました。 
 
（高室） 借りたわけですね。 
 
（山本） 高度化の金利は 2.8％でした。本町商店街がやったときは無期でした。 
 
（高室） 各店舗の負担はそうとうあったのでしょうか。 
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（山本） そうです。しかしイケイケのときで、普通の金利が７か８ぐらいのときでした
から、2.8％では「ご馳走様」という感じでした。何をしていても売れる時代でした。 
 
（石原） 売れるといいましても、一次オイルショックが終わった後ぐらいだと思います
ので、いまから見ればまだまだいけるというのがあったものの、イケイケだったのが、少
し止まりかけた時期ではあったと思います。 
 
（山本） そのとき私が中学校の１年生で、そのときに壊してしまって、倉庫にプラス住
宅を建ててそこにいたのですが、そのときは家に風呂のある人はいませんでした。そこに
銭湯の小林浴場がありますが、そこへみんな入りに行って、そこでいろいろな会話をして
いたのもよかったのだと思いますが、それでも家にお風呂が欲しいと言っていました。そ
の、お風呂が欲しいというのが近代化にもつながったんだと思います。 
 銭湯で、そこの松村君のお父さんによく怒られました。 
 
１１．店舗の移転について 
（高室） もう１ついいでしょうか。 
 これを読んでいますと、いま商工会議所になっているところが共同店舗で、かなり議論
があったとありますが、実際ところはどうだったのでしょうか。共同店舗でだいぶん抜け
られますが、ここで議論されていたように東町からお店が抜けてしまって、で空洞になっ
てしまうけれどもどうするんだという議論があったようです。 
 
（山本） ダブルでやっている人もいました。 
 
（高室） ダブルというのは商店街とということでしょうか。 
 
（山本） そうです。商店街と向こうとです。 
 
（高室） では、こちらの商店街はきちんと埋まっていたんでしょうか。 
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（山本） そうです。 
 
（高室） それはなぜきちんと埋まることになったんでしょうか。 
 
（山本） 近代化で建物が小さくなるものですから、要するに商店街が 100だとしたらそ
の適性規模が 60ぐらいになりますから、出てってもらったほうがちょうどよかったりし
ました。 
 
（高室） 中ではそういう伸縮があったということですね。 
 
（山本） そうです。それから、ここの商店街にあるけれどもショッピングセンターにな
い業種、そのＡというところが入らなければ市外から出店してくる恐れがありましたから、
ですから東町にもあるしベルにも店を出していたということです。 
 
（高室） では２店舗出していたところがたくさんあったということですね。 
 
（山本） そうです。 
 
（石原） ２店舗出すというのは、高度化から借りるときのネックにはなっていないでし
ょうか。 
 
（山本） たぶん、ベルの協同組合は協同組合で借りて組合員に貸していたと思います。
また貸しにしていて、それが最後には返せる人と返せない人が出てきましたので大変なこ
とになりました。 
 
（高室） 共同店舗は自分の店舗を所有する形になっているんでしょうか。 
 
（山本） テナントでした。 
 
（渡辺） 組合が所有して貸したのではないでしょうか。 
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（高室） 共同店舗の所有は誰だったんでしょうか。 
 
（渡辺） 組合じゃないでしょうか。 
 
（山本） あそこも出資会社が協同組合ですから。 
 
（高室） そこに入った人はテナント貸しでテナントで入るということですね。 
 
（渡辺） 結局出資した人が借金を背負うことになって、それは大変だったと思います。 
 
（山本） 組合員にならずにテナントで入っている人もいました。あれは、開店したとき
は誰も同じで、抜けてきた後に……。 
 
（渡辺） どんどんテナントになっていって、組合員の負担がどんどん重くなっていくこ
とになります。 
 
（山本） それがどこのまちもショッピングセンターがどんどん少なくなっていった理由
だと思います。 
 
（高室） 変な質問で申し訳ありませんが、共同店舗とここの商店街とでは、具体の悪く
なり方の順番などそのあたりの状況はどうだったのでしょうか。 
 
（山本） 福光は、商工会の横に協同組合福光商業会がありますが、そこでポイント事業
や昔ならクレジット事業も全部などみんなで共同でやっている事業もあります。一方、シ
ョッピングセンターだけでやっている事業、こちらの商店街だけでやっている事業という
のもあります。ですから、ああチラシを打てば、こうチラシを打ってくるとか、ショッピ
ングセンター対商店街になってしまいました。 
 しかし、一緒にやる事業は協同組合商業会というものがあって、ポイント事業は一緒に
やっています。 
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（高室） お話だけ聞くと、形としてはこの街路としては核店舗もあり、ストリートもあ
ってとすごくうまく、いまでいう巨大なショッピングセンターということで語れそうに思
いましたが、なかなかそうはいかないわけですね。 
 
（山本） しかし、いいときはショッピングセンターに車を停めて、商店街に回遊してい
るということはありました。 
 
（高室） そういう姿が想像できる気がします。 
 
（山本） お互いにいいときはそうでした。 
 
（石原） 駅前までが少し長いです。 
 
（高室） たしかにかなり大きいです。 
 
（山本） ショッピングセンターの場合はなかなか冷暖房費を削ることはできません。個
店の場合であればちょっと消しておこうかという調整ができますが、ショッピングセンタ
ーの場合はそういう経費の負担が大きいので大変だと思います。 
 
（石原） 経費が全然下がりません。 
 
（山本） 視察も２週間前に来られれば雪で大変でした。そのときにこの商店街を見てい
ただくと、みんなでせっせせっせとやりますので、この商店街だけ雪がありません。 
 
（渡辺） 融雪はあるんでしょうか。 
 
（山本） 道路にはありますが舗道にはありません。ですから井戸のある家は井戸で溶か
します。 
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（石原） ありがとうございました。 
 
［了］ 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜資料編＞ 
①福光の商業「第４章 協同組合東町商店会」「 第１３章 核施設の概要 東町商店街」 
 









